
 

 

成果（○）と課題（●）             校番（４） 【広小学校】 

１ 「本質的な問い」による単元構想について 

 ○ 本単元の本質的な問いを「コロナ禍で，どうすれば誰もが運動やスポーツの楽しさや喜び

を味わうことができるだろう。」と設定した。児童は，全員がタグラグビーを通して運動を

楽しむことができるように，「チーム全員にパスがつながってトライをすると通常の２倍の

得点にする」というルールを考え，作戦や練習，試合を通してそれを実践し，運動を楽しむ

姿が見られた。 

２ 単元で育成を目指す資質・能力について 

 【思考・判断・表現】 

○ 試合後の児童の振り返りから，友達からの

アドバイスを受けることにより「パスを前に

投げない事を意識する」など，どのように動

けばよいかを考えることができた。  

また，アドバイスを送るチームの試合を

観戦することで，友達の動きのよさに気付

き，タグラグビーの動きについての理解を深

めることができた。 

 【主体的に学習に取り組む態度】 

○ 事前・事後アンケートの結果は次の通りで   

あった。 

  

 

 

 

 

   タグラグビーの単元を通して，チームで作戦を考える場を設定したり，アドバイスを送るチ

ームを決めて試合を観戦させ，お互いにアドバイスをし合う場を設定したりしたことにより，

「チーム運動で友達と協力することが大切」と回答した児童が７５％から９２％に増えた。ま

た，「友達にアドバイスなど声かけをする」と回答した児童が１８％から７２％に増えたこと

から，友達と助け合って試合に取り組もうとする姿が見られた。 

３ 「デジタル機器」の活用 

 ○ チームの作戦を話し合う際に，ロイロノートを活用してチームの動きを図に表して視覚化す

ることで，チーム全員が主体的に話合いに参加し，具体的な動きを確認することができた。

さらに，試合の様子をビデオで撮影することで，試合後に動画を見ながら，試合の成果と課

題を話し合ったり，児童同士でアドバイスをしたり

することができた。 

 ● 試合の動画を見る際に，振り返る視点を提示して

いたが，アドバイスを伝えることができなかった

り，試合における作戦の成果について振り返るまで

に時間がかかったりした。振り返りの際，見る場面

や視点を具体的に提示する必要があった。 

 

質問内容 事前（％） 事後（％） 

体育への関心 ８５ ８５ 
ボール運動が好き ７４ ８４ 
チーム運動で友達と協力することが大切 ７５ ９２ 
自ら作戦を考え提案する ４０ ６８ 
友達にアドバイスなど声かけをする １８ ７２ 

 

振り返りの記述内容 

試合の動画を見ながら話し合う児童の様子 



 

 

 


